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◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

○
白
鷹
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
に
基
づ
き
、
個

人
住
宅
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
普
及
推
進
の

た
め
、
設
置
費
の
一
部
補
助
と
、
深
山
地
区

で
の
小
水
力
発
電
実
証
実
験
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
県
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

促
進
基
金
を
活
用
し
、
災
害
対
策
も
兼
ね
た

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の
太
陽
光
発
電
と
蓄

電
設
備
の
導
入
を
行
い
ま
す
。

４
．
人
づ
く
り

○
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
白
鷹
人
育

成
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
学
習
会
や
研
修
を
実
施

し
ま
す
。

○
荒
砥
高
校
で
は
、
平
成
25
年
度
入
学
生
か

ら
総
合
学
科
に
改
編
、
長
井
工
業
高
校
と
の

キ
ャ
ン
パ
ス
制
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
入
学
者
の
確
保
や
地
域
と
の
交
流
、

介
護
職
員
初
任
者
資
格
取
得
、
学
習
支
援
員

の
配
置
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
総
合
学
科
の

特
色
を
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
ど
の
よ
う

に
支
援
で
き
る
か
を
検
証
し
ま
す
。

○
白
鷹
高
等
専
修
学
校
の
情
報
教
育
推
進
の

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

○
地
区
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
生
涯
学
習
活
動
を

総
括
し
、
今
後
の
生
涯
学
習
の
あ
り
方
を
検

討
し
ま
す
。

○
「
白
鷹
学
講
座
」
の
継
続
を
柱
に
、
子
ど

も
た
ち
の
社
会
力
の
育
成
や
地
域
の
教
育
力

の
向
上
を
め
ざ
す
た
め
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
や
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
を
は
じ
め
、

小
中
学
生
交
流
事
業
、
成
績
優
秀
者
激
励
金

交
付
事
業
、
幼
児
共と

も

育い
く

事
業
な
ど
に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

○
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
を

は
じ
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
や
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
町
誕
生
60
周
年

を
記
念
し
て
の
地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
や

若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
開
催
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
文
化
財
の
保
護
・
伝
承
活
動
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
・
保
存
会
・
地
域
と
連
携
し
計
画
的

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
白
鷹
町
史
・
現
代

編
」
と
し
て
町
史
編
さ
ん
事
業
を
進
め
ま
す
。

○
町
芸
術
文
化
協
会
と
の
連
携
に
よ
る
芸
術

祭
の
開
催
を
は
じ
め
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

あ
ゆ
ー
む
の
事
業
と
調
整
を
図
り
文
化
・
交

流
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
図
書
館
で
は
、
蔵
書
の
充
実
や
長
時
間
開

館
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
実
施
し
、
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
最
上
川
を
核

と
し
た
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
先
進
事
例
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

５
．
行
財
政
改
革
の
推
進

　

第
４
次
白
鷹
町
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ

き
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
よ
る

●消防費　    ３億２, ６５３万円
（町民一人あたり　2万1,642円　前年度比▲19．3％）

消防ポンプ自動車購入事業　　  １, ３０９万円

防火水槽新設事業　　　　　　  １, ８７０万円

非常時通信機能確保事業　　　　　　７８万円

災害に強い地域づくり支援事業　　２２０万円

緊急災害時食料等備蓄事業　　　　　１５万円

●教育費    １３億９, ８０９万円
（町民一人あたり　9万2,662円　前年度比＋28．4％）

学校生活支援員設置事業　　　  １, ８８７万円

発達障がい理解推進拠点事業　　　１５１万円

スクールバス導入事業　　　　  ８, ８７１万円

統合中学校整備事業　　　  ４億１, ０４４万円

放課後子どもプラン推進事業　　　１３３万円

学校支援地域本部事業　　　　　　１０７万円

小中学生交流事業　　　　　　　　　６５万円

白鷹町史編さん事業　　　　  　１, ０８２万円

総合型スポーツクラブ支援事業　　５５０万円

（仮称）町民武道館等整備事業   ２ 億４, ２２６万円　

調理場施設整備事業　　　　  　２, ０２４万円

●公債費　    ８億９, ４３２万円
（町民一人あたり　5万9,274円　前年度比▲5．7％）

●その他　    ２億９, ５７５万円
（町民一人あたり　1万9,602円　前年度比＋92．2％）

議会費　　　　　　　　　　１億　１０７万円

労働費　　　　　　　　　　　  ２, ７０４万円

災害復旧費

（豪雨災害復旧対応等）　　１億５, ６９４万円

諸支出金　　　　　　　　　　　　　７０万円

予備費　　　　　　　　　  　　１, ０００万円

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

主
要
施
策
に
対
応
す
る
組
織
体
制
の
強
化
、

人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
く
職
員
研
修
等

を
充
実
し
、
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
積
極

的
に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
、
人
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
推
進
期
間
の
最
終
年
度
と
な
る
現

大
綱
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課

題
を
総
括
し
、
地
域
活
力
の
再
生
と
民
間
力

活
用
を
柱
に
、
信
頼
さ
れ
る
行
政
を
め
ざ
し

て
第
５
次
大
綱
の
策
定
を
進
め
ま
す
。
そ
し

て
、
震
災
以
降
課
題
と
な
っ
て
い
る
庁
舎
等

再
編
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
、
総
合
計
画
の

中
で
具
現
化
に
向
け
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
で
あ
っ
た
町
税

等
納
付
窓
口
空
白
地
域
の
解
消
を
は
じ
め
と

し
て
、
納
付
利
便
性
の
向
上
、
収
納
率
や
期

限
内
納
付
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
27

年
度
か
ら
の
郵
便
局
収
納
や
コ
ン
ビ
ニ
収
納

の
実
施
に
向
け
、
準
備
作
業
を
行
い
ま
す
。




